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§１．研究成果の概要 

 

ACBP (Acyl-CoA binding protein) は生体膜の恒常性維持に必須な分子量９kD の広く保存され

たタンパク質であり、動物では血中の ACBP が食欲を亢進させることが知られている。ACBP は飢

餓に応答してオートファジーを介して細胞外へ放出されるがその仕組みは未解明のままである。本

研究では酵母を用いて ACBPの“型破りな分泌機構”を解明し、さらにその知見に基づいて手軽に

肥満を抑制する手法の開発への発展を目指している。 

 

2018 年度までに我々の研究チームは酵母を用いて“型破りな分泌機構”に関与する遺伝子群の

網羅的な道程に成功している。2019 年度にはこれらの遺伝子群の解析を進め Rim 経路と呼ばれ

るストレス応答シグナル伝達経路が ACBP の放出に重要な役割を担うことを明らかにした。Rim 経

路が ACBP を細胞外へと放出する分子機構の解明を目指しさらなる研究を進めている。本研究が

順調に進めば食欲や肥満を手軽にコントロールする薬の開発も可能になると期待される。 
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ACBPは既知の分泌経路に依存せずに細胞外へと分泌され、
食欲を調節する。

目標： 型破りな分泌機構を解明することで
ACBP放出量の制御を可能にする。

強み：
• 高感度なACBPレポーターの開発に成功

• 酵母Acb1の細胞外放出に必須な遺伝子
群の網羅的な同定に成功

展望：
• 型破りな分泌研究で世界をリード

• 肥満を制御することが可能に！？
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